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御朱印帳、袋を求めて参拝者が
訪れています。
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方々と行いました。

∴∴　　十㌧∴覆田園喜回書回書 �∴∴／ ：∴∴∴ ∴ ．∴ ��詳 

懇 ／お � ���鶏 

綴8 � �一言 �8鰯＼ ∴∴ ∵；∴ 

監　副会
〝会　子

査　長長

小桜新中桑星

野澤井林原野子

宜　　富三　文克

枝　　夫夫均彦之公

迎「　　お

謹寡毎神
に大の年札

器盤
毎氏お脊考

課謹は
くおあし

回

榛名神社
フェイスブック

回

回

榛名の森
ホームページ

権権宮代役註
禰禰
宜宜司表貴社

小金金金名

里子子子簿

参

′′根〝〝水〝〝名′′〝薪′′′′霧〝〝原′′′′　〝〝木〝〝揚′′′′　′′〝禽′′

町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町　　　町

江宮新宮尾小戸斉本小春小加宵宮小今小生小吉原原桑阿土星中松平金阿桜斉都渋

口溝井沢身林部藤多野山池藤田田田井野方林野澤溝原部屋野島井形田部澤藤丸澤

二宮宏信　　拓一孝大俊俊正龍道誠

隆夫雄一一　　郎司雄吉夫則志哉明一博清

三富秀有為直俸克昭幸要　　　八文三　佐一和

平
成
二
十
九
年
七
月
～
三
十
年
六
月

毎
　
月
　
一
日
　
月
　
次
　
祭

八

　

月

三
日
四
日
　
恒
例
大
祭

五
日
一
日
　
風
　
　
　
祭

十
四
日
　
（
旧
七
月
一
一
十
四
日
）

諏
訪
祭
　
宵
祭
り

十
五
日
　
（
旧
七
月
二
十
五
日
）

諏
訪
祭
　
（
祭
典
な
し
）

十
　
月
　
十
五
日
　
大
国
大
祭
・
武
等
祭

十
一
月
二
十
三
日
　
新
　
嘗
　
祭

十
二
月
　
十
八
日
　
（
旧
十
一
月
一
日
）

神
　
迎
　
祭

十
一
－
二
月
二
十
一
二
日

十
二
月
一
二
十
一
日

一

　

月

　

一

日

一

一

月

　

十

一

日

二
　
月
二
十
五
日

四
　
月
　
　
七
日

四
　
月
　
　
八
日

六
　
月
　
三
十
日

そ
の
他
の
御
祈
祷

天
長
節
祭

大
　
　
　
蔵

歳
　
旦
　
祭

紀
元
節
祭

天
　
神

例
大
祭

例
　
大

夏
越
大
祓

殿

内

祭

典

初
宮
詣
　
七
五
三
詣

成
人
式
　
結
婚
式

良
縁
祈
願
　
厄
除
け

厄
難
消
除
　
六
三
除
け

卓
識
　
（
交
通
安
全
）

家
内
安
全
　
商
売
繁
盛

年
祝
い
　
（
算
賀
祭
）
　
他

十
三
参
り

安
産
祈
願

方
位
除
け

病
気
平
癒

合
格
祈
願

祭
典

地
鎮
祭
　
上
棟
祭
　
竣
工
祭

井
戸
埋
祭
　
家
屋
取
壊
感
謝
祭

邸
内
社
鎮
座
祭
　
（
稲
荷
他
）
　
昇
神
祭

神
葬
祭
　
年
祭
　
他

平
成
一
一
十
八
釜
研
修
旅
宿
隷
書

r
Q
J
r
①
J
（
i
①
J
′
①
J
r
①
J
C
Q
J
r
ゐ
「
J
f
0
0
「
J
《
i
Q
J
一
．
①
J
（
．
A
Y
J
（
．
ゐ
1
J
（
”
①
J
（
i
b
1
J
r
Q
J
（
i
ゐ
「
J

白
山
比
唯
神
社
・

安
宅
性
き
神
社
正
式
参
拝

（
i
¢
J
r
Q
J
（
i
ん
ツ
J
（
i
ゐ
「
J
（
i
¢
J
《
i
¢
J
r
Q
J
で
①
J
G
J
（
i
A
U
J
《
i
①
J
r
①
J
r
①
J
《
i
Q
「
J
（
i
0
0
「
J
r
①
J
（
i
①
J
′
i
①
、
J

平
成
二
十
八
年
の
恒
例
の
研
修
旅
行
は
、
十
月
二

十
四
日
～
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
比
畔
神
社
・
安
宅
住
吉
神
社
を
正
式
参
拝
し
ま

し
た
。
片
山
津
温
泉
に
宿
泊
し
、
兼
六
園
・
金
沢

城
を
見
学
し
ま
し
た
。

◎
図
譜
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
詳
☆

平
成
二
十
九
年
度

榛
名
神
社
研
修
旋
行

秋
田
・
山
形
　
大
平
山
三
吉
神
社
出
羽
三
山
神
社
参
拝

角
館
（
武
家
屋
敷
他
）
、
加
茂
水
族
館
他
、
宿
泊
は

男
鹿
温
泉
、
湯
野
浜
温
泉
　
を
予
定

日
時
　
怨
年
1
1
月
6
日
～
8
日
予
定

会
費
　
六
万
五
千
円
　
締
切
　
9
月
末
日

お
申
込
み
方
法
‥
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
会
費
は
1
0
月
2
5
日
ま
で
に
お
納
め
下
さ
い
。

◎
砲
　
弾
◎

昭
和
七
年
二
月
奉
納
。

海
軍
機
関
特
務
大
尉
　
金
子
芳
太

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
大
分
で
信
管
付
き
の

砲
弾
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
危
険
の
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
自
衛
隊
が
調

査
・
撤
去
に
来
る
と
の
連
絡
あ
り
。
ロ
ー

プ
を
張
り
ま
し
た
の
で
近
寄
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
図
謂
☆
◎
圏
謹
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
器
☆
◎
図
譜
☆
◎
圏
謂
☆
◎
圏
器
☆

木
材
‥
星
野
公
さ
ん
　
製
作
…
小
林
文
彦
さ

ん
・
新
井
均
さ
ん

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
方
々
に
、
竹
篭
・
ひ
し

ゃ
く
、
お
供
え
物
な
ど
ご
奉
納
の
他
、
境
内

清
掃
等
の
勤
労
奉
仕
な
ど
も
ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
募
集

巫
女
舞
を
や
っ
て
み
た
い
、
万

雅
菜
を
や
っ
て
み
た
い
、
万

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

氏

会
　
役
　
員

敬
神
婦
人
会
役
員

役
　
　
員
　
金金
　
子
　
か
よ
子

（
高
橋
場
町
）

（
材
木
町
）

（
清
水
町
）

（
薄
根
町
）

（
西
倉
内
町
）

（
上
原
町
）

（
束
原
新
町
）

（
榛
名
町
）

与
東
倉
内
町

西
倉
内
町

柳
　
　
町

高
橋
場
町

材
木
町

桜
　
　
町

上
原
町

束
原
新
町

西
原
新
町

榛
名
町

清
水
町

薄
根
町

小
　
尾

桜
　
澤

萩
　
原

今
　
井

小
野
里

霜
　
垣

青
　
地

大
　
嶋

塩
　
野

大
　
平

阿
　
部

真
　
庭

総
代束倉
内
町


